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知って納得コーナーに戻る

野菜花き試験場に戻る

長野県のきのこ生産額は日本一
きのこのビン栽培は長野市松代町が発祥の地

野菜花き試験場

、 。 、いよいよ秋本番 鍋料理のおいしい季節になりました 鍋料理に欠かせないきのこ

スーパー等にはエノキタケ、ブナシメジ、シイタケ等の栽培きのこが並んでいます。

きのこは、原木やビンに詰めたオガコなどに種菌を接種し、数十日～１年以上かけて

生産されます。

長野県はきのこの栽培が盛んで、生産額は日本一です（全国の23％ 。特にエノキ）

タケやブナシメジは国内生産の１/２を占め、日本中で長野県産のきのこが食べられ

ています。

フランス及びアメリカで開発された「純粋培養種菌」によるきのこの栽培は、1920

年（大正９年）に森本彦三郎により日本に紹介されました。

エノキタケのビン栽培は、1931年（昭和６年）に松代町（現長野市松代町）で、屋

代中学（現屋代高校）長谷川五作先生の指導によりにより始められました。昭和30年

頃には松代町を中心とした地域産業としてそだち、全県・全国に広がりました。

長野県では、昭和36年より園芸試験場（現野菜花き試験場）でエノキタケ研究に着

手し、品種改良・栽培方法の研究をしました。その後、栽培品目も増え、機械化や官

民共同による種菌の供給体制ができ、日本一の産地となりました。
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ビン栽培のきのこ
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